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会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
と
も
ど

も
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運

営
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
役
員
一
同
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
設
立
40
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
の
御
支
援
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
人
生
１
０
０
年
時
代

を
掲
げ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
は
生
涯
現
役
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
高
齢
化
率
は
一
段
と
進
む

中
に
あ
っ
て
、
会
員
の
皆
様
の
、
蓄
積

さ
れ
た
知
識
・
経
験
を
生
か
し
、
健
康

で
意
欲
を
持
ち
続
け
な
が
ら
地
域
社
会

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

特
に
、
今
年
は
10
月
1
日
か
ら
「
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格
請
求
書
等
保
存

方
式
）」
の
導
入
が
予
定
さ
れ
、
セ
ン

タ
ー
に
多
額
の
消
費
税
納
税
負
担
が
生

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
こ
の
よ
う
な
財
源

は
あ
り
ま
せ
ん
。
セ
ン
タ
ー
で
は
そ
の

財
源
を
如
何
に
確
保
し
て
い
く
か
が
最

大
の
問
題
で
す
。
そ
の
た
め
の
対
応
策

を
検
討
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
持
続
的
な
運
営
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
も
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
て
、
本
年
は
、
ま
ず
、
令
和
4
年
度

の
事
業
計
画
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
重
要
な
位
置
づ
け
と
し
て
と
ら

え
、
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

本
年
も
地
域
社
会
等
か
ら
必
要
と
さ

れ
る
法
人
と
し
て
「
自
主
・
自
立
・
共

働
・
共
助
」
の
基
本
理
念
の
も
と
、
セ

ン
タ
ー
事
業
運
営
に
役
員
一
同
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員

の
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
ご
家
族
様

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

理
事
長

副
理
事
長

　理

事
〃〃〃〃〃〃〃〃〃

監

事
〃

清　

原　

英　

雄 

室　

井　
　
　

豊 

神　

山　

孝　

之 

吉

﨑
　

篤

中

谷

勝

己

小

沢

万

司

山　

本　

八
四
郎

神

岡

守

忠

宮

澤

弘

子

兼

平

春

雄

小

口

辰

夫

近

藤

俊

則

土

田
　

盈

岩

田

光

伸

三
ツ
木　

正　

幸

常
務
理
事

兼
事
務
局
長

※◎部会長　◯副部会長

部会 構成員

総務
財政

◎中谷勝己　○小沢万司
清原英雄　室井 豊　神山孝之

就業 ◎神岡守忠　○山本八四郎
宮澤弘子　室井 豊　神山孝之

安全 ◎小口辰夫　○兼平春雄
室井 豊　神山孝之

広報 ◎近藤俊則　土田 盈
室井 豊　神山孝之

令和4年度 部会名簿一覧表

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

公
益
社
団
法
人 

狭
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

理
事
長
　
清
原  

英
雄

シルバー人材センター運営に携わる役員一覧表シルバー人材センター運営に携わる役員一覧表
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清原理事長が市長・議長へ要請活動を行いました

　令和４年度全国シルバー人材センター事業協会定期総会での決

議を受けて、去る8月 26日（金）に小谷野剛市長及び太田博希

狭山市議会議長へ、『地域社会に貢献するシルバー人材センター

の決議と支援を要望』について要請活動を行いました。

（写真は小谷野市長へ要請する清原理事長）

狭
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
謹

ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
、「
自
主
・
自
立
・

共
働
・
共
助
」
の
理
念
の
も
と
、
高
齢

者
の
就
業
の
促
進
等
を
通
じ
て
社
会
貢

献
を
果
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
ま

し
て
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
世
界
で
は
終
わ
り
の
見
え

な
い
地
域
紛
争
が
続
い
て
い
る
こ
と

で
、
世
界
経
済
の
み
な
ら
ず
、
日
本
経

済
に
も
そ
の
影
響
が
及
び
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
よ
う
な
物
価
の
上
昇
や
、
円
安

の
進
行
な
ど
、
国
内
外
と
も
変
化
の
激

し
い
時
代
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
社
会

情
勢
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て
い
く
に
は
、
地
域

の
こ
と
を
良
く
理
解
し
、
速
や
か
に
処

理
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
果
た
す
役
割
は

今
後
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
で
は
、
令
和
５
年
度
に
第
９
期
狭

山
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
を
策
定
し
、
令
和
６
年
度
か
ら

３
年
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
決
定
し

て
ま
い
り
ま
す
が
、
超
高
齢
社
会
の
到

来
の
中
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
重
要
な
施
策
で

あ
り
ま
す
。

貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
長
年
培
っ
て
き
た
経
験
、
熟

達
し
た
技
能
、
豊
富
な
知
識
を
活
か
し
、

市
民
の
方
々
の
暮
ら
し
や
企
業
等
の
活

動
に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
た
だ
き
、
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
活

躍
で
き
る
魅
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
ご
期
待
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

結
び
に
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
発

展
と
会
員
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

狭
山
市
長
　
小
谷
野
　
剛
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７
月
の
「
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月

間
」
行
事
の
一
環
と
し
て
今
年
も
「
安

全
標
語
」
と
「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
」
の

募
集
を
行
い
ま
し
た
。

「
安
全
標
語
」
は
９
名
17
作
品
、「
ヒ

ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
」
は
３
名
３
作
品
の
応

募
が
有
り
ま
し
た
。
応
募
さ
れ
た
皆
様

方
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

厳
正
な
選
考
の
結
果
、「
安
全
標
語
」

の
優
秀
賞
は
１
点
、
努
力
賞
は
２
点
選

ば
れ
ま
し
た
。「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
」

の
入
賞
該
当
無
し
。�

安
全
部
会

●
優
秀
賞�

（
敬
称
略
）

●
努
力
賞

こ
の
他
に
、
次
の
方
々
か
ら
も
ご
応

募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◦
安
全
標
語

　

入
間
川
西
１
班　

室
井　
　

豊

　

入
間
川
東
12
班　

田
辺　
　

満

　

入
間
川
東
13
班　

小
名
木
和
一

　

堀　
　

兼
６
班　

萩
野　

一
男

　

堀　
　

兼
８
班　

小
口　

辰
夫

　

狭
山
台
２
班　

竹
本　

隆
志

◦
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
体
験
記

　

入
間
川
東
３
班　

近
藤　

俊
則

　

入
間
川
東
７
班　

星　
　

恒
夫

　

狭
山
台
２
班　

竹
本　

隆
志

第
5
回
理
事
会
　
8
月
16
日
（
火
）

◎
議
題

⑴
正
会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て

⑵
個
人
情
報
保
護
方
針
の
改
正
に
つ

い
て

⑶
公
益
社
団
法
人
狭
山
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
個
人
情
報
保
護
規

程
の
改
正
に
つ
い
て

⑷
シ
ル
バ
ー
の
日
の
実
施
事
業
に
つ

い
て

⑸
事
業
報
告
会
に
つ
い
て

⑹
第
32
回
シ
ル
バ
ー
会
員
作
品
展
に

つ
い
て

⑺
そ
の
他

◎
報
告

⑴
会
員
の
７
月
入
会
承
認
結
果
に
つ
い
て

⑵
７
月
度
事
業
実
績

⑶
月
次
収
支
報
告

⑷
部
会
報
告

⑸
全
シ
協
会
定
時
総
会
の
決
議
の
市

長
及
び
議
長
へ
の
要
請
に
つ
い
て

⑹
市
道
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
つ
い
て

⑺
そ
の
他

議
題
に
つ
い
て
は
、
全
て
承
認
。

第
6
回
理
事
会
　
10
月
18
日
（
火
）

◎
議
題

⑴
正
会
員
の
入
会
の
承
認
に
つ
い
て

⑵
令
和
4
年
度
収
支
補
正
予
算
に
つ

い
て

⑶
事
業
報
告
会
に
つ
い
て

⑷
第
32
回
シ
ル
バ
ー
会
員
作
品
展
に

つ
い
て

⑸
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格
請
求
書

保
存
方
式
）
の
導
入
と
配
分
金
に

か
か
る
消
費
税
の
扱
い
に
つ
い
て

⑹
そ
の
他

◎
報
告

⑴
会
員
の
９
月
入
会
承
認
結
果
に
つ

い
て

⑵
９
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

⑶
９
月
度
月
次
収
支
報
告
に
つ
い
て

⑷
部
会
報
告

⑸
常
勤
理
事
の
職
務
執
行
状
況
の
報
告

⑹
そ
の
他

議
題
に
つ
い
て
は
、
全
て
承
認
。

考
え
て
み
よ
う　

手
慣
れ
た
作
業
の
落
と
し
穴

入
間
川
東
３
班　

近
藤　

俊
則

危
な
い
ぞ　

声
を
か
け
合
っ
て　

身
を
守
れ

入
間
川
東
２
班　

五
十
嵐　

初
男

安
全
作
業
に　

焦
り
は
禁
物
！

入
間
川
東
７
班　

星　

恒
夫

　 

令
和
四
年 

表
彰
者

　

８
月
16
日
の
第

５
回
理
事
会
に
先

駆
け
て
令
和
４
年

度
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
表
彰
者
一
人

一
人
、
清
原
理
事

長
か
ら
感
謝
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

◦
表
彰
規
定
第
２
条
第
１
項
第
１
号 

　

正
会
員
と
し
て
５
年
以
上
、
か
つ
地

域
班
長
と
し
て
４
年
以
上
に
亘
り
セ
ン

タ
ー
事
業
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
顕

著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
会
員

入　

曽
7
班�

室
岡　

文
則��

班
長
７
年

◦
表
彰
規
定
第
２
条
第
１
項
第
３
号

　

セ
ン
タ
ー
役
員
と
し
て
１
期
以
上
在

任
し
、
退
任
し
た
者

狭
山
台
５
班�

新
井
き
よ
子��

理
事
２
年

柏　

原
６
班�

五
十
嵐
則
之��

理
事
６
年

水　

富
２
班�

大
阿
久
芳
胤��

理
事
６
年

入　

曽
14
班��

丸
山　

重
雄��

理
事
２
年

入
間
川
西
１
班�

湯
浅　

宗
彦��

理
事
２
年

入　

曽
８
班�

牛
窪　

忠
洋��

監
事
８
年

◦
表
彰
規
定
第
２
条
第
１
項
第
４
号

　

そ
の
他
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
著
し
く

貢
献
し
た
と
認
め
ら
れ
る
者

入
間
川
西
10
班�
土
岐　

良
一��

班
長
10
年

入　

曽
9
班�

黒
岩　
　

巖��

班
長
10
年

水　

富
5
班�

豊
田　

道
夫��

班
長
10
年

会員募集中会員募集中

お知り合いを
ご紹介ください

理
事
会

「
安
全
標
語
と
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト

体
験
記
」の
優
秀
作
品
発
表



シルバー狭山 第 154号（ 5 ）令和 5 年（ 2023年 ）1 月 1 日

 「
私
」
と
ふ
る
さ
と

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

約
20
年
前
セ
ン
タ
ー
に
入
会
以
来
、

市
内
企
業
施
設
内
植
栽
管
理
業
務
を
担

当
し
て
き
ま
し
た
。

就
業
前
に
当
日
範
囲
の
役
割
分
担
と

安
全
確
認
し
作
業
開
始
で
す
。
施
設
内

に
は
四
季
折
々
の
草
花
、
果
実
な
る
樹

木
等
の
刈
込
と
剪
定
し
適
当
に
実
っ
た

頃
合
い
に
、
理
り
頂
く
こ
と
も
あ
り
、

個
性
的
な
人
達
の
中
で
刺
激
的
な
日
、

１
日
だ
っ
た
。
そ
の
後
体
を
痛
め
て
離

職
す
る
が
、
事
務
局
の
皆
さ
ん
の
や
さ

し
く
力
強
い
励
ま
し
が
あ
っ
て
、
現
在

は
入
間
川
東
地
区
12
班
の
班
長
と
し
て

会
員
の
方
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
務
め
て

お
り
ま
す
。

20
名
（
内
女
性
７
名
）
多
き
済
々
で

園
芸
、
庭
作
り
、
季
節
の
花
づ
く
り
と

又
、
東
京
マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
出
場
の

元
気
者
達
と
の
日
常
の
近
況
会
話
も
コ

ロ
ナ
禍
で
二
言
、
三
言
交
わ
す
こ
の
頃
、

入
会
者
も
少
な
い
中
で
、
新
会
員
と
な

ら
れ
た
方
に
、
初
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

に
は
、
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

作
業
の
休
息
タ
イ
ム
に
お
茶
し
な
が

ら
何
気
な
い
会
話
の
中
に
、
昔
懐
か
し

い
山
形
県
庄
内
地
方
温あ

つ

海み

、
余あ

ま
る目め

湯
の

浜
な
ど
の
地
名
と
訛
が
耳
に
入
っ
て
き

て
、
私
も
最
上
地
方
出
な
の
で
興
味
が

沸
い
て
、
チ
ョ
ッ
ト
話
に
入
っ
て
み
ま

し
た
。
我
が
古
里
は
日
本
三
大
急
流
で

名
高
い
最
上
川
沿
い
（
舟
下
り
地
点
は

も
う
少
し
下
流
に
あ
る
）
で
、
山
は
、

蔵
王
鳥
海
山
、
出
羽
三
山
（
月
山
、
羽

黒
山
、
湯
殿
山
）
と
祭
り
ば
や
し
で
花

笠
音
頭
の
詞
に
出
て
く
る
猿さ

羽ば

根ね

山や
ま

の

県
内
を
一
望
出
来
る
所
に
芭
蕉
が
詠
ん

だ「
五
月
雨
を
あ
つ
め
て
早
し
最
上
川
」

の
石
碑
が
あ
り
、
又
最
上
温
泉
郷
の
宝

庫
で
す
。
銀
山
温
泉
に
、
源
平
合
戦
で

源
義
経
の
武
将
が
逃
れ
で
休
も
う
と
し

て
杖
を
つ
い
た
と
こ
ろ
お
湯
が
出
、
湯

治
し
た
の
が
今
の
肘ひ

じ

拆お
り

泉
名
に
な
っ
た

と
地
元
人
が
云
う
湯
処
で
も
あ
り
ま
す
。

色
々
と
語
っ
て
き
ま
し
た
が
元
に
戻

り
、
次
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
も
皆
ん
な

集
ま
り
休
み
タ
イ
ム
の
お
茶
咄
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

武
道
館
管
理
業
務

あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

武
道
館
で
の
就
業
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

狭
山
市
駅
か
ら
稲
荷
山
公
園
駅
に
向

か
っ
て
西
へ
10
分
ほ
ど
直
進
す
る
と
、

入
間
基
地
滑
走
路
北
端
あ
た
り
で
、
や

や
右
前
方
に
大
き
な
お
お
き
な
屋
根
が

目
に
入
っ
て
き
ま
す
。
武
道
館
で
す
。

２
０
２
２
年
5
月
15
日
に
武
道
館
開
館

記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
武
道

館
の
斜
向
か
い
に
は
「
狭
山
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。

総
床
面
積
１
２
３
５
・
１
６
㎡
、
武

道
館
に
入
っ
て
左
が
道
場
Ａ
、
右
が
道

場
Ｂ
で
、
道
場
Ａ
に
は
98
枚
の
畳
が
敷

か
れ
て
い
ま
す
。
建
物
は
奈
良
な
ど
の

仏
閣
に
あ
る
よ
う
な
威
厳
を
感
じ
ま
す
。

剣
道
や
柔
道
、
空
手
道･

合
気
道･

杖
道･

拳
法･

居
合
…
多
様
多
彩
な
ご

利
用
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
の
勤
務
時
間
は
17
時
15
分

〜
21
時
15
分
の
４
時
間
で
、
職
員
の
方

か
ら
引
継
ぎ
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
間
で
顔

を
合
わ
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
因

み
に
3
人
で
の
交
替
勤
務
で
す
。

こ
の
時
間
帯
の
ご
利
用
者
が
お
ら
れ

な
い
場
合
は
、
武
道
館
か
ら
の
勤
務
依

頼
表
で
勤
務
が
な
い
こ
と
が
前
月
に
わ

か
り
、
出
勤
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

当
日
利
用
申
込
み
が
あ
る
と
連
絡
が
あ

り
出
勤
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

勤
務
の
中
心
は
、
予
約
の
あ
っ
た
団

体
利
用
者
お
よ
び
当
日
の
17
時
ま
で
に

利
用
申
請
さ
れ
た
個
人
利
用
者
の
「
狭

山
市
武
道
館
利
用
許
可
申
請
書
」
に
よ

り
道
場･

設
備
使
用
料
金
の
受
理･

管

理
、
日
報
へ
の
記
入
が
勤
務
の
中
心
と

な
り
ま
す
。

閉
館
の
準
備
は
利
用
者
退
館
後
、
道

具
の
整
頓
確
認
、
各
部
屋
の
窓
施
錠･

ロ
ッ
ク･
ブ
ラ
イ
ン
ド･

消
灯
で
す
。

閉
館
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
設
定
後
入
り

口
の
ド
ア
を
施
錠
し
、
駐
車
場
確
認
、

バ
リ
カ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
の
設
置
で
完
了

で
す
。

末
尾
に
な
り
ま
す
が
、
皆
々
さ
ま
の

ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

入
間
川
西
９
班

阿
部  

和
睦

◀
狭
山
市
立
武
道
館
外
観

入間川東 12 班

加藤 忠治

田島要治 小沢万司

私

働
く
仲
間

働
く
仲
間



シルバー狭山第 154号 令和 5 年（ 2023年 ）1 月 1 日（ 6 ）

令
和
４
年
度
２
回
目
の
市
道
ク
リ
ー

ン
（
除
草
作
業
）
を
９
月
10
日
（
土
）

に
参
加
者
16
名
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

７
時
30
分
、
三
ツ
木
公
園
に
集
合
し
、

①
検
温　

②
点
呼　

③
体
調
の
確
認�

④
作
業
場
所
、
要
領
の
説
明　

⑤
車
、

自
転
車
、
歩
行
者
等
交
通
に
対
す
る
警

戒
、
注
意
事
項
に
つ
い
て
ブ
リ
ー
フ
ィ

ン
グ
を
行
な
い
ま
し
た
。

作
業
場
所
は
、
新
狭
山
駅
南
口
、
北

口
の
市
道
の
両
側
植
込
内
等
で
お
互
い

に
間
隔
を
取
っ
て
実
施
、
途
中
１
時
間

毎
に
水
分
、
塩
分
補
給
の
た
め
の
休
憩

を
入
れ
て
、
熱
中
症
予
防
に
も
配
慮
し

ま
し
た
。

参
加
者
の
頑
張
り
も
あ
り
、
予
定
通

り
11
時
に
作
業
を
終
了
し
て
再
度
、
三

ツ
木
公
園
に
集
合
し
、
①
体
調
、
怪
我

等
の
有
無
の
確
認　

②
点
呼　

③
作
業

時
間
、
配
分
金　

④
自
宅
へ
の
帰
路
の

交
通
安
全
に
つ
い
て
話
し
、
解
散
し
ま

し
た
。

思
う
に
毎
回
、
ほ
ぼ
同
じ
メ
ン
バ
ー

が
参
加
し
て
い
ま
す
が
参
加
皆
無
の
会

員
が
多
数
見
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
シ

ル
バ
ー
の
特
に
「
共
働
」「
共
助
」
の

理
念
に
基
づ
い
て
会
員
に
自
覚
を
促
が

し
て
、
多
数
の
参
加
を
望
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

毎
年
10
月
第
3
土
曜
日
は
「
シ
ル

バ
ー
の
日
」
で
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
啓
発
を
兼
ね
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
狭
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
毎
年
元
気
プ
ラ
ザ
の
除
草

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
10
月
15
日
（
土
）
で
、
88
名

の
会
員
の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
て
、
曇
り
空
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
す
が
す
が
し
い
朝
、
清
原

理
事
長
の
ご
挨
拶
、
小
口
安
全
部
会
長

の
ラ
ジ
オ
体
操
、
事
務
局
長
の
除
草
作

業
の
説
明
の
後
、
９
時
15
分
頃
か
ら
10

時
ま
で
除
草
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

お
陰
様
で
構
内
が
大
変
綺
麗
に
な
り
ま

し
た
。
ご
参
加
頂
い
た
会
員
の
皆
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

除
草
作
業
の
後
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
に
て
、
令
和
４
年
度
の
「
安
全

標
語
」
３
件
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
詳
細
は
５
ペ
ー
ジ
を
参
照
願
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
「
安
全
標
語
」
は
、
来

年
の
10
月
迄
、
シ
ル
バ
ー
速
報
版
に
１

年
間
通
し
で
掲
載
さ
れ
、
安
全
啓
発
の

一
助
に
致
し
ま
す
。

そ
の
後
、
10
時
15
分
頃
か
ら
11
時
ま

で
、狭
山
市
交
通
指
導
員
（
女
性
３
名
）

に
よ
る
「
交
通
安
全
講
習
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
回
学
ん
だ
交
通
安
全
の
知
識
を
実

行
動
に
展
開
し
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

堀
兼
地
区
委
員
長

小
口  

辰
夫

作業風景

作業風景

清原理事長挨拶

作業後

作業後交通安全講習会

作業前

作業前安全標語表彰式

市
道
ク
リ
ー
ン
作
戦
に

参
加
し
て

社
会
貢
献
事
業

狭
山
元
気
プ
ラ
ザ
構
内
除
草

堀　兼
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コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
さ
れ
て
い
た
、
狭
山

市
商
工
祭
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
コ
ロ
ナ
感

染
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
セ
ン

タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
と
会
員
の
加
入
促
進
、
就
業

拡
大
を
狙
い
、
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
シ
ル
バ
ー
か

ら
は
模
擬
店
と
し
て
、
手
作
り
班
、
編
み

物
班
か
ら
の
出
品
の
他
、
親
睦
会
か
ら
は

各
種
グ
ッ
ズ
。
シ
ル
バ
ー
会
員
が
栽
培
し

た
農
作
物
の
販
売
も
行
い
ま
し
た
。
模
擬

店
は
そ
れ
ぞ
れ
好
評
で
、
特
に
農
作
物
は

完
売
致
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

説
明
＆
会
員
お
誘
い
の
チ
ラ
シ
に
テ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
を
付
け
配
布
し
、
Ｐ
Ｒ
活
動

を
展
開
致
し
ま
し
た
。

商
工
祭
に
初
め
て
参
画
す
る
シ
ル
バ
ー

会
員
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
皆
、
充
分
に
祭
り
を
堪
能
し
、
有

意
義
な
一
日
だ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
参

画
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
方
、
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
み
物
班
は
編
み
物
を
趣
味
と
す
る
仲

間
５
名
の
集
ま
り
で
す
。
毎
週
水
曜
日
に

集
ま
り
、
作
品
の
意
見
交
換
や
、
世
間
話

を
し
な
が
ら
編
み
物
を
楽
し
ん
で
お
り
ま

す
。作
品
は
、セ
ー
タ
ー
、マ
フ
ラ
ー
、カ
ー

デ
ィ
ガ
ン
、
帽
子
、
手
袋
等
が
有
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
為
中
断
さ
れ
て
い
た
商
工

祭
が
今
年
復
活
し
ま
し
た
。
商
工
祭
の
出

店
は
、
私
達
の
作
品
を
多
く
の
人
々
に
見

て
頂
く
良
い
機
会
で
す
。

当
日
は
、
暑
く
も
寒
く
も
な
い
す
が
す

が
し
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
お
客
様

を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
お
客
様
の

中
に
は
、
私
達
の
出
店
を
心
待
ち
に
し
て

い
た
の
か
、
作
品
を
手
に
取
り
、
お
褒
め

の
言
葉
等
、
色
々
話
し
か
け
て
下
さ
っ
た

方
が
多
く
見
ら
れ
、
盛
況
で
し
た
。
出
展

し
た
作
品
は
、
多
く
の
方
に
購
入
頂
き
、

私
達
の
努
力
が
認
め
ら
れ
た
と
感
じ
ら
れ
、

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

売
上
金
は
、
編
み
物
の
道
具
や
材
料
の

購
入
に
充
て
、
来
年
の
商
工
祭
に
向
け
良

い
作
品
を
制
作
し
、
今
年
以
上
に
お
客
様

に
喜
ん
で
頂
け
る
様
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

10
月
16
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
万
全
の
対
策
を
取
り
な
が
ら
、
3

年
振
り
に
狭
山
市
商
工
祭
が
狭
山
市
駅
西

口
市
民
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
雨
の
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
曇
り
空

で
午
後
か
ら
は
日
も
射
し
絶
好
の
イ
ベ
ン

ト
日
和
で
し
た
。
大
勢
の
人
が
立
ち
寄
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
お
客
様
の

生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
以

前
は
好
き
で
良
く
作
っ
た
の
よ
」
と
懐
か

し
そ
う
に
話
す
人
、「
私
は
不
器
用
で
作

れ
な
い
け
ど
、
手
づ
く
り
が
好
き
で
よ
く

買
う
の
」
と
話
す
人
、
特
に
「
今
度
い
つ

や
る
の
？
え
！
来
年
ま
で
待
つ
の
」
と

言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
様
の
言
葉
は
印

象
的
で
し
た
。
そ
し
て
作
品
の
仕
上
り
の

良
さ
、
セ
ン
ス
の
良
さ
を
褒
め
て
い
た
だ

き
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
様
な
お
客
様

と
の
会
話
は
、
こ
れ
か
ら
の
作
品
づ
く
り

の
参
考
に
も
、
励
み
に
も
な
り
ま
す
。

手
作
り
班
一
同
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
も
の
づ
く
り
に
、
そ
し
て
さ
ら
な

る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
心
が
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
、
開
催
に
向
け
て
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
主
催
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

入
間
川
西
６
班

諸
井  

芳
子

入
曽
４
班

國
村
ト
キ
子

第42回 狭山市商工祭に参加して
２０２２．１０．１６（日）　９：３０～１４：００

編み物班手作り班

親睦会各種グッズ販売野菜販売手作り班、編み物班作品販売

商工祭風景



シルバー狭山第 154号 令和 5 年（ 2023年 ）1 月 1 日（ 8 ）

コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
２
年
程
中
止
さ
れ

て
い
た
、「
シ
ル
バ
ー
会
員
作
品
展
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

出
展
は
、
毛
筆
４
点
、
絵
画
４
点
、

造
形
２
点
、
切
り
絵
11
点
、
数
絵
手
紙

他
多
数
、
手
芸
品
多
数
、
手
編
品
多
数
。

出
品
者
10
名
＋
３
団
体
（
24
名
）。

　

展
示
会
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
に
細
心
の
注

意
を
払
い
、
静
か
な
雰
囲
気
の
中
で
３

日
間
に
渡
り
開
催
さ
れ
、
好
評
裏
に
終

わ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
大
切
な
作
品

を
出
展
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
致
し
ま
す
。

尚
、
下
記
に
主
な
作
品
の
写
真
と
作

者
名
を
紹
介
致
し
ま
す
。

ま
た
、
紙
面
の
関
係
上
、
全
て
の
作

品
を
紹
介
す
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
ご

了
解
頂
き
た
く
、
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

今
回
の
作
品
展
示
会
に
ご
協
力
頂
い

た
関
連
各
位
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 作品展示会会場の雰囲気

書　心月輪
入間川東９班�平山範明氏作

絵画　上高地
入曽 13班�利重正司氏作

切り絵　慈母観音と子どもたち
入曽 18班�坂地ユリ子氏作

造形　花かご
入曽５班�川崎眞理子氏作

書　樹木希林 120 の遺言
入間川東９班�平山範明氏作

絵画　燦燦
入曽 13班�利重正司氏作

切り絵　福島
狭山台８班�山本八四郎氏作

造形　小さなバラ園
入曽５班�川崎眞理子氏作

書　言　神
特別参加�大塚クニ子氏作

絵本　壁掛け
狭山台７班�酒井美津江氏作

絵手紙　花（お茶）・花（彼岸花）
狭山台５班�小林二三子氏作

ハワイアンキルトのポーチ＆バッグ
狭山台２班�坂井律子氏作

第32回 シルバー会員作品展
令和4年11月30日（水）〜12月2日（金）
於：狭山元気プラザエントランスホール



シルバー狭山 第 154号（ 9 ）令和 5 年（ 2023年 ）1 月 1 日

切りはり絵　家庭菜園
狭山台２班�竹本隆志氏作

セーター
水富５班�石川ヒサ子氏作

絵手紙２
萌の会

手作り班：國村トキ子氏作　以下９名

タペストリー２点
入間川４班�平久早苗氏作

切りはり絵　アルバム
狭山台２班�竹本隆志氏作

ベスト
入間川６班�諸井芳子氏作

絵手紙３
萌の会

ジャケットとバック
入曽４班�國村トキ子氏作

ポーチセット
狭山台５班�柴田三枝子氏作

絵手紙１
萌の会

帽子とマフラー
水富 10班�福原冨士江氏作

編み物班：石川ヒサ子氏作　師岡芳子氏作
高橋寿美子氏作　湯本蕗子氏作　福原冨士江氏作

キルトポート
奥富３班�山崎久美子氏作

とりの家族・まり
入曽 11班�浦�美奈子氏作



シルバー狭山第 154号 令和 5 年（ 2023年 ）1 月 1 日（ 10 ）

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
秋
真
っ
盛
り
の

11
月
12
日
（
土
）、「
水
辺
の
道
１
０
０

選
」
に
認
定
さ
れ
た
、
飯
能
か
ら
入
間

市
に
か
け
て
の
入
間
川
沿
い
を
、
紅
葉

を
楽
し
み
な
が
ら
、
の
ん
び
り
と
散
策

し
て
来
ま
し
た
。

飯
能
駅
南
口
を
出
発
し
て
間
も
な
く
、

２
０
０
万
年
前
の
火
山
灰
が
固
ま
っ
て

出
来
た
、「
矢
颪
（
や
お
ろ
し
）
凝
灰

岩
層
」
が
見
ら
れ
ま
す
。
普
通
の
川
原

で
は
見
か
け
な
い
、
砂
浜
の
よ
う
な
色

の
岩
が
露
出
し
て
お
り
、
軽
石
や
黒
く

光
る
角
せ
ん
石
、
輝
石
を
観
察
し
、
春

は
美
し
い
で
あ
ろ
う
桜
並
木
の
下
で
、

し
ば
し
休
憩
の
モ
グ
モ
グ
タ
イ
ム
。

希
望
者
の
み
の
は
ず
の
五
十
嵐
酒
造

で
の
試
飲
は
、
大
勢
の
方
が
参
加
、
買

物
を
し
、
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
ト
ー
ベ
ヤ

ン
ソ
ン
あ
け
ぼ
の
子
ど
も
の
森
公
園
へ
。

メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
の
黄
葉
も
見
頃
を
迎

え
、
青
空
に
映
え
て
美
し
く
、
昼
食
は

ム
ー
ミ
ン
谷
の
よ
う
な「
き
の
こ
の
家
」

の
あ
る
公
園
で
、
お
も
い
お
も
い
に
木

漏
れ
日
を
感
じ
な
が
ら
、
自
由
に
過
ご

し
ま
し
た
。

北
欧
童
話
の
世
界
を
楽
し
み
、
の
ん

び
り
ゆ
っ
た
り
と
川
沿
い
に
秋
を
満
喫

し
た
一
日
で
し
た
。
皆
様
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。

※
「
水
辺
の
小
径
」
は
、
春
は
桜
、
秋

は
曼
殊
沙
華
群
生
地（
真
善
美
の
小
径
）

と
四
季
を
通
じ
て
楽
し
め
、「
阿
須
の

鉄
橋
」
は
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

シ
ル
バ
ー
親
睦
会
幹
事

狭山市駅西口集合 9:00

五十嵐酒造（天覧山の蔵元）
ここで、試飲�100 円

メタセコイヤの大木

飯能南口街路樹

曼殊沙華群生地横
アヒルがいました

集合写真（きのこの家の前）

飯能の大ケヤキ根本（神明神社）

矢颪（やおろし）凝灰岩

トーベ・ヤンソン
左：きのこの家　右：子ども劇場

思い思いの場所で昼食

元加治駅前に集合＆解散�14:00 頃

　

詳細については下記まで
お問い合わせください

親睦会事務局　小島

電話：04-2935-4312
E-mail：sayama-3@sjc.ne.jp

親睦会員募集中

親
睦
会
活
動
報
告

水
辺
の
小こ

径み
ち

を
の
ん
び
り

散
歩
し
て
き
ま
し
た



シルバー狭山 第 154号（ 11 ）令和 5 年（ 2023年 ）1 月 1 日

インボイス制度（適格請求書等保存方式）の導入と
配分金にかかる消費税の扱いについて

シルバー人材センター（以下「センター」という。）で働く会員の皆さん（派遣を除く）は個人事業主とい
う扱いになり、皆さんにお支払いしている配分金は雑所得として消費税が含まれています。
�本来、会員は受け取った配分金に含まれる消費税を納税する必要がありますが、年間の課税売上高が 1,000
万円以下の個人事業主は納税が免除（免税事業者）されています。�

現行制度では…
取引相手が課税事業者か免税事業者かに関わらず、全ての取引において仕入税額控除が認められています。 

請　求
配分金（税込）
３億３千万円

納
税
免
除

うち支払い消費税（10％）
② 3,000 万円

うち支払い消費税（10％）
② 3,000 万円

仕入税額控除あり

仕入税額控除なし

センターの納税額
①－②＝ ０円 

センターの納税額
① 3,000 万円 

配分金（税込）
３億３千万円 

うち預かり消費税（10％）
① 3,000 万円

うち預かり消費税（10％）
① 3,000 万円

仕入税額控除とは： 消費税を納めなければならない事業者が、仕入れ時に支払った消費税を売り上げの消
　　　　　　　　　費税から差し引いて計算すること。

インボイス制度施行後（2023 年 10 月～）は… 
年間課税売上高が 1,000 万円以下である会員（個人事業主）は、引き続き免税事業者となるため、消費
税を納める必要はありませんが、インボイス制度導入後は、仕入税額控除の扱いが下記のように変わり、
センターに多額の消費税納税負担が生じることになります。 

公益法人であるシルバー人材センターには、このような多額の消費税を納税する財源はありません。この
課題について、全国シルバー人材センター事業協会では対応策を検討するとともに、厚生労働省をはじめ関
係省庁やシルバー活性化議員連盟に対して制度緩和措置の要望等を行っておりますが、厳しい状況です。
当センターでも、会員の皆さんの配分金額に影響が出ないよう尽力いたしますが、今後の状況によっては、
会員の皆さんにご協力をお願いする場合があるかもしれません。
今後の動向等については、会員の皆さまへ随時お知らせします。�

免税事業者である会員との取引では仕入税額控除が認められなくなる。

ご存じですか？ 配分金には消費税が含まれています

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

発
注
者

税
務
署

税
務
署

会員
（免税事業者） 

年間課税売上高
　1,000万円以下は、
納税が免除される



シルバー狭山第 154号 令和 5 年（ 2023年 ）1 月 1 日（ 12 ）

令
和
4
年
8
月
〜
令
和
4
年
11
月

　
（
班
）　　
（
氏
名
）

・
入
間
川
西
地
区

２　

班　
　

仲　

野　

洋　

子

4　

班　
　

牛　

木　

信　

子

4　

班　
　

伊　

藤　

高　

義

4　

班　
　

市　

川　

敦　

子

4　

班　
　

佐　

藤　

裕　

子

4　

班　
　

廣　

田　

せ
つ
子

7　

班　
　

永　

瀬　

光　

一

8　

班　
　

朝　

日　

哲　

也

8　

班　
　

細　

田　

隆　

康

10　

班　
　

東　
　
　

俊　

也

12　

班　
　

石　

山　

則　

子

12　

班　
　

高　

野　
　
　

雅

12　

班　
　

馬　

場　

光　

夫

・
入
間
川
東
地
区

　

１　

班　
　

五
十
子　

サ　

ダ

　

２　

班　
　

神　

田　

直　

樹

　

4　

班　
　

小　

暮　

則　

子

　

4　

班　
　

園　

部　

律　

子

　

4　

班　
　

吉　

岡　

弘　

子

　

7　

班　
　

鴨
志
田　

義　

光

　

8　

班　
　

朝　

日　

哲　

也

　

12　

班　
　

髙　

野　
　
　

雅

・
入
曽
地
区

３　

班　
　

小
美
野　

美　

恵

4　

班　
　

吉　

岡　

弘　

子

5　

班　
　

赤　

羽　

知
江
子

5　

班　
　

松　

崎　

令　

子

6　

班　
　

谷　

合　

好　

美

7　

班　
　

森　

田　

正　

義

8　

班　
　

宮　

崎　

一　

子

8　

班　
　

高　

橋　

英　

盛

13　

班　
　

北　

川　

洋　

子

14　

班　
　

仲　

川　

二　

郎

16　

班　
　

羽　

吹　

佐
代
美

18　

班　
　

安　

蔵　

晴　

美

18　

班　
　

児　

玉　

正　

子

・
堀
兼
地
区

１　

班　
　

佐
々
木　
　
　

誠

１　

班　
　

西　

川　

正　

男

５　

班　
　

阿　

部　

正　

則

５　

班　
　

山　

口　

町　

子

5　

班　
　

山　

口　

忠　

志

10　

班　
　

築　

地　

マ
サ
子

・
奥
富
地
区

２　

班　
　

荻　

原　
　
　

潔

2　

班　
　

荻　

原　

治　

美�

・
柏
原
地
区

5　

班　
　

白　

須　

広　

信

8　

班　
　

立　

川　

順　

子

・
水
富
地
区

　

２　

班　
　

伊　

藤　

博　

幸

　

２　

班　
　

甲　

田　

政　

信

　

6　

班　
　

河　

井　

敏　

幸

　

7　

班　
　

岡　

田　
　
　

勇

　

8　

班　
　

吉　

田　

秀　

子

　

11　

班　
　

北　

村　
　
　

稔

　

11　

班　
　

水　

村　

春　

枝

　

12　

班　
　

森　

本　
　
　

賢

・
狭
山
台
地
区

2　

班　
　

北　

牧　

富　

子

2　

班　
　

嶋　

田　

英　

之

2　

班　
　

林　
　
　

節　

子

2　

班　
　

吉　

野　

由
紀
子

３　

班　
　

田　

辺　

敬　

子

３　

班　
　

松　

原　

一　

男

4　

班　
　

奥　

富　

文　

男

5　

班　
　

石　

原　

順　

子

5　

班　
　

原　

田　

武　

士

5　

班　
　

神　

部　

孝　

則

5　

班　
　

山　

鳥　

み
な
子

7　

班　
　

鈴　

木　

由
美
子

7　

班　
　

増　

見　

喜
久
男

8　

班　
　

西　

形　

福　

子

•
シ
ル
バ
ー
狭
山
（
5
月
号
、
９

月
号
、
１
月
号
）
の
表
紙
を
飾
る

写
真
を
提
供
お
願
い
致
し
ま
す
。

•
何
か
面
白
い
お
話
が
有
り
ま
し

た
ら
、
原
稿
6
0
0
〜
7
0
0

字
程
度
の
文
章
を
提
供
お
願
い
致

し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
旅
行
・
趣
味
・

健
康
等
、
何
で
も
歓
迎
致
し
ま
す
。

•
そ
の
他
、
P
R
し
た
い
物
。

応募方法

①シルバー人材広報部引出し
　に投函。
②広報部 近藤俊則へ連絡。
◦携帯 TEL　090-2414-7596
◦E-mail　tk-paceri@ozzio.jp

短　

歌

短　

歌

俳　

句

俳　

句

水
富
２
班　

大
阿
久

水
富
２
班　

大
阿
久  

芳
胤
芳
胤

伊
藤　

薫

伊
藤　

薫

入
間
川
東
３
班　

近
藤

入
間
川
東
３
班　

近
藤  

俊
則
俊
則

幸
せ
の
か
た
ち
は
個
々
に

幸
せ
の
か
た
ち
は
個
々
に

異
な
る
も

異
な
る
も

価
値
の
違
い
を
認
め
親
し
む

価
値
の
違
い
を
認
め
親
し
む

サ
イ
ダ
ー
の

サ
イ
ダ
ー
の    

瓶
を
お
で
こ
に

瓶
を
お
で
こ
に

当
て
て
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この広報は地域班長さんの協力により会員のみなさんに配付されています。
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